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学位論文題名 

日中の少子高齢化と福祉レジーム―育児と高齢者扶養・介護― 
 

 本論文は、近年の福祉の多様な供給者や福祉の多元化に着目する福祉ミックス論のなかで最も参

照されることの多いエスピン・アンデルセンの「福祉レジーム論」、すなわち西欧・北米における「国

家」「市場」「家族」の複合的福祉制度分析を基本的な視座とし、官製的/自生的地域組織による「共

助」と近年の NGO/NPO や社会的企業による福祉サービスの二つを加えた東アジア特有の福祉レジー

ムを理論化し、福祉政策の課題を発見することを目指すものである。そのために、中国と日本の福

祉レジームを比較しながら子育て支援と高齢者扶養の二つの福祉領域において福祉制度がどのよう

に構築され機能しているのかを把握するべく、中国と日本における福祉制度を既存研究によってレ

ビューし、福祉施設への参与観察によって実態を把握し、施設運営者・利用者に対する面接調査を

通して比較地域福祉論を構築しようとしたものである。 

学術的貢献は三点にまとめられる。 

 第一に、東アジアにおける比較福祉レジーム論において空隙を埋める知見を提供できたことであ

る。既に日本、韓国、台湾、中国、香港における社会福祉制度の概説や事例研究は多数なされてい

るが、比較の視点と理論的枠組みを提示している研究は、落合の研究グループ他に限定される。し

かし、調査上の漏れもあり、本論文で扱われた日本の子育て支援施設や中国の婦女児童活動センタ

ーは扱われていなかったし、社区の福祉機能については過大評価の側面があった。中国の社区にお

ける福祉は高齢者の社交や生きがい作りには役立つものの身体的介護サービス供給の担い手にはな

りえず、都市住民は商業サービスか子どもの世話に頼るしかないのが実態である。また、本論文で

は、日本における地域福祉の先端を行く子育てサロンや児童会館、幼児と高齢者を共にあずかる多

機能型小規模福祉施設の調査研究を加えて、中国にはない地域社会のイニシアチブや NGO/NPO が多

元的福祉のアクターになる事例を積極的に福祉レジームに位置づけた点も、従前の研究を補うもの

であったと言える。 

 第二に、中国の社会福祉において最も重要な社会問題である都市－農村の格差問題に高齢者扶養

の課題から切り込んだことである。もちろん、この問題の存在自体は自明なことであるが論点の提

示に留まる所論が大半である。政府の都市化政策（人口数で都市住民が農村住民を超えた）によっ

て地方政府や企業が土地の開発利益を手にできた一方で、失地農民は生活の手段も保証金もなく低

福祉のまま放り出され、医療・介護の費用と人手の大半を子どもに依存する現実はこれまで十分に

調査されてこなかった。農村部および都市に組み込まれた周辺農村地域における年金や医療保険、

地域福祉の課題を提示した意義は大きい。 

 第三に、日本における地域福祉研究や調査をなした視座と経験を元に北京の社区、都市に組み込

まれた旧農村地域の比較調査を行うなど、一人で日中の比較研究をなしたこと自体を成果とみなし

てよいのではないか。実際、郭氏は公益財団法人日本生命財団の「平成 26年度 高齢社会 若手実

践的課題研究助成」を受けて日本の調査研究「都市高齢者への共助的実践活動と世代間交流の研究」

を実施するなど、研究能力・実績においても若手研究者として認められる仕事をしている。 

 ところで、本論文で示された各章ごとの調査上の知見は有益であるものの、①福祉領域を子育て

支援と高齢者扶養・介護に限定したために社会保障全般を扱う福祉レジーム論という理論的参照枠

は大きすぎたのではないか、②マクロな福祉制度と個々のケースをつなぐ福祉行政について十分な



 

説明が加えられるべきだった、③高齢者介護については高齢者医療との接点についても目配りが必

要であろうという意見が委員から出された。 

 これらの諸点を口述試験で確認し、申請者が研究課題については十分認識していることが了解

できたことと、申請者が学位申請論文の中核をなす各章を査読付き雑誌 3 本で公表していること

からも学術的水準を確認できるという点において、本審査委員会は、本申請論文が博士(文学)の

学位を授与するのにふさわしいという結論に達した。 


